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　1964年のこの日、輸血用血液を献血によって確
保することが閣議決定されたことに由来しています。
　当時、輸血用の血液は、献血ではなく売血でま
かなわれていました。1952年に設立された日本赤
十字社血液銀行（現在の赤十字血液センター）は
血液の無償提供を呼びかけましたが、同時期に日
本各地で設立された民間の商業血液銀行が血液の
買い取りを行った結果、1963年の時点で、輸血用
血液のうち献血由来のものはわずか２％程度しかあ
りませんでした。
　有償で提供された血液には、金銭目的で短期間
のうちに売血を繰り返す提供者のものが多く、これ
らの血液は輸血の効果が薄いことがありました。
　このような問題を解決するために閣議決定が行

われ、10年間のうちに、日本の輸血用血液は100％
献血由来となりました。
　現在、日本では、１日に約3,000人の人々が輸血
を受けているといわれています。輸血というと、手
術で血液が足りなくなったときに使われるというイ
メージがあるかもしれませんが、それだけではなく、
血液の病気やがんなどの治療を受けている人々の
ためにも使われています。患者さんだけでなく、そ
の家族にとっても、献血は大切な命の贈りものです。
　輸血用の血液製剤のなかには有効期間が４日間
しかないものもあり、継続した献血への協力が必要
です。特に、お盆休みなどの長期休暇の時期には、
献血者が減少しがちです。この日をきっかけに、あ
らためて献血について考えてみませんか。

今月の表紙

今月の何の日 ８月21日　献血の日

■人口と世帯（７月１日現在）
	 人口／60,124人（+2）、	男性／29,833人（+11）、	女性／30,291人（−9）、	世帯数／24,172世帯（+17）

　表紙は、「しもつけ燈桜会」をイメージするた
めに、奈良県の「なら燈花会」の灯籠を点灯した
様子と、天平の丘公園を見渡せる国見山の写真を
合成したポスターです。
　８月23日㈮から25日㈰にかけて、天平の丘公園
で「しもつけ燈桜会」を開催します。約1300年前
の国分寺で行われていたという、燈を灯して人々
の幸せを祈る法会を現代風にアレンジしたもので、

下野市が全国に誇る天平の丘公園の桜にちなんで
「桜」の名がつけられました。
　古民家カフェ夜明け前周辺で4,000個の灯籠に
ロウソクを灯します。国見山の頂上にある百日紅
（さるすべり）は、夏になるとピンクの鮮やかな
花を咲かせ、夏桜と称するにふさわしい美しさで
す。当日は、表紙のような幻想的な景色がご覧い
ただけますので、ぜひお越しください。

しもつけ燈桜会2019（とうおうえ）
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